
氏 名 生年月日 支 部 出身校 段 位 趣  味 

畑中宏紀 S43.9.28 中村 米田柔整 

 

1級 弓道 

佐藤達人 S46.12.17 

 

刈谷 中和医療 

 

－ スポーツ 

榎本雄一郎 S58.11.14 

 

笠寺 米田柔整 

 

弐段 マンガ 

平山貴博 S59.2.6 

 

笠寺 米田柔整 

 

弐段 麻雀 

泉 貴光 S49.8.9 

 

大曽根 トライデント － ゴルフ 

菊本智史 

 

S60.4.21 笠寺 名古屋福祉 1級 ドライブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 17日（日）、愛知県武道館大道

場にて、第 25 回公益社団法人愛知県

柔道整復師会少年少女柔道大会が、愛

知県下 57 の道場や柔道教室に通う小

学 4 年生から 6 年生までの男女合計

407名が参加して行われた。 

 未明から、本大会ではかつてないほ 

どの激しい雨が降り、150名を超す競技役員らが選手のコンディション

や順調な進行を危惧したが、開門前にすでに集まっていた多くの子供た

ちが開門と同時に元気よく走り込んでくる姿に胸をなでおろした。 

午前 9 時 10 分、選手全員が大道場に集合して、健康柔体操、受身、

打ち込みで体をほぐしながら、勝負への気持ちを高めていた。 

午前 10 時からの開会式では藤川副会長が開会宣言を行ない、森川大

会会長が、14 日に起こった熊本地震で亡くなった方々への哀悼の意を

表し被災者へのお見舞いの言葉を述べたあと、選手たちに「日頃の練習

の成果を存分に発揮し、けがのないように頑張って下さい」と激励の言

葉をかけた。 

竹市裕亮選手（6年・羽田野道場）の選手宣誓のあと、10時半より全

8 試合場で一斉に試合が開始された。4 年生の選手は初参加、高学年の

選手たちは 2回目、3回目となるが、みんな真剣な表情で日頃の練習の

成果を試すべく、仲間や監督、コーチ、観客席からの父兄の熱心な声援

を背に、相手選手に果敢に挑んでいった。 

今回はタイムスケジュール的には早い進

行で、昼前にも続々入賞者が決まり、その後

日整全国少年柔道大会選手選考試合が行わ

れて代表 5人が決定した。 

1時には表彰式が行われ、入賞した各選手

に惜しみない拍手が送られ、長谷川副会長の

閉会宣言にて大会の幕が閉じた。 

 大荒れの天気もいつしか快晴に変わり、選手はもちろん関係者一同

も晴れ晴れと帰路についた。 
 

【優 勝】男子 ▽ 小4  小倉未来翔（愛西柔道会） ▽ 小5  冨田猛琉（東海少年柔道

教室） ▽ 小6  山本 真（大石道場） 女子 ▽ 小4  大多和 心（大石道場） ▽ 小5 

里 愛結（稲沢柔道会） ▽ 小6  今井七海（河原道場） 
 
【大会会長賞】男子 ▽ 小5  冨田猛琉  女子 ▽ 小4  大多和 心 
 
【日整出場選手】監督・羽田野 剛（豊橋）、大将・山本 真、副将・竹市裕亮（大石

道場）、中堅・冨田猛琉、 次鋒・里 愛結、先鋒・大多和 心 

※ 大会当日の 5年生の日整出場選手の選出で集計ミスがあり、選手が変更されま

した。関係者の皆様にお詫び致します。 
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愛知県柔道整復師会少年少女柔道大会 

3月 6日（日）に東京都他

9 カ所で実施された柔道整

復師の国家試験合格者数が

発表された。 

受験者 7,122 名のうち合

格者は 4,583 名で、合格率

は 64.3%であった。この数字

は24回の試験で過去最低と

なった。 

3／25（金）13：30～15：00  

愛整会館講堂 
 
会員 29名が参加。竹内外夫

先生（県柔道連盟副理事長・

中京大教授）が、「国際柔道連

盟試合審判規程」について解

説された。 

審判講習会 

 

4 月 7 日（木）、名古屋市から健康福祉局健康部保健医療

課長と同主査（医療安全確保）をお招きして、会長・両副会

長との間で接骨院の広告を中心に意見交換を行ない、本会側

からは市内施術所の指導強化を申し入れた。 

保健医療課は、不適切なチラシや看板が市内に氾濫している

ことを把握しており、その違法性についても充分認識している

という。ただ市内施術所の数が多く広範な指導が物理的に難し

いうえに、指導直後は改善されるもその後は元に戻してしまう

というようイタチごっこや、指導するも改善に応じないなど、

さまざまな状況について説明を受けた。 

本会側からは、学校の増加により接骨院が乱立し、過当競争の結果違

法な広告が横行している現状を紹介したあと、チラシや看板の指導、イ

ンターネットの監視、窓口である保健所での施術名称のチェックの三点

について強化を依頼した。 

会員から提供された不適切なチラシやインターネット上の表現など

を提示し、市の事情を斟酌するなかで、まずは一施術所からでもよいの

で指導の徹底を進めてもらいたいと強く要請した。また職種が分からな

いような名称や慰安だと誤解を受けるような名称は、保健所での受付の

段階でぜひチェックしてほしいとも申し入れた。 

 森川会長は、「市民が誤解し健康被害に陥るような広告はぜひ改善指

導してほしい。執行部には真面目にやっている会員を守る義務があるの

で、よろしくお願いしたい」と述べ、市側からは「通報があれば可能な

限り対処していくのでご理解ください」との回答を頂いた。 

 

菊本智史会員 

柔道整復師同期と食事。 平山貴博会員 

開院前の院内で息子と。 

榎本雄一郎会員 

熊のパネルの息子（4

歳）と娘（2歳）と。

両親も一緒に家族旅

行で行った北海道の

熊牧場にて。 
↑ 

畑
中
宏
紀
会
員 

常
滑
市
弓
道
場
で
の

練
習
風
景
。 

佐
藤
達
人
会
員 

女性職員の手入れにより、

会館玄関脇と西側駐車場に

春の花が見事に咲いた。 

錦上に花を添える

（？）砂川職員 

錦上に花を添える

（？）砂川職員 

泉 貴光会員 


